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１
．新
し
い
給
付
制
度
の
導
入

　

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所
を

通
じ
て
共
通
の
給
付
（
施
設
型
給
付
）
及

び
小
規
模
保
育
へ
の
給
付
（
地
方
型
保
育

給
付
）
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
現
行
で
は
、

民
間
保
育
所
は
保
育
所
委
託
運
営
費
、
私

立
幼
稚
園
は
私
学
助
成
・
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
、
認
定
こ
ど
も
園
に
は
保
育
所
部
分

と
幼
稚
園
部
分
そ
れ
ぞ
れ
に
、
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
か
ら
運
営
費
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
新
制
度
で
は
財
政
措
置
を
一

本
化
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
（
基
礎
自
治

体
）
が
総
合
的
か
つ
機
動
的
に
子
育
て
支

援
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。
給
付
費
が
確
実
に
子
育
て
支
援

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
法
定

代
理
受
領
方
式
（
本
来
は
保
護
者
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
施
設
型
給
付
費
を
各
施
設

が
代
理
と
し
て
市
町
村
に
請
求
す
る
）
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
型
保
育
給
付
は
、
都
市
部

の
待
機
児
童
解
消
と
と
も
に
、
子
ど
も
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
保
育

機
能
確
保
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
小
規

模
保
育
（
利
用
定
員
6
人
以
上
19
人
以

下
）、
家
庭
的
保
育
（
利
用
定
員
5
人
以

下
）、
居
宅
訪
問
型
保
育
、
事
業
所
内
保

育
（
従
業
員
の
み
な
ら
ず
地
域
に
お
い
て

保
育
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
も
対
象

に
な
る
）
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
3
つ
は
市
町
村
に
よ
る
認
可
事
業
に

な
り
ま
す
。

３
．�地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
実
現
を
念
頭

に
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
質
・
量
と
も
に
充
実

し
た
子
育
て
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
促

さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
支
援
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
一
時
預
か
り
、
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
延
長
保
育
事
業
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
妊
婦
検
診
な
ど
、
対
象
事
業
の

範
囲
を
法
律
で
定
め
て
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す（
図
1
）。

お
わ
り
に

　

こ
う
し
た
構
想
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
国
及
び
都
道
府
県
が
実
施
主
体
の
市

町
村
を
重
層
的
に
支
え
て
い
く
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
4
月
に
は
内
閣
府
に
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
が
設
置
さ
れ
、
重
要
事

項
の
調
査
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同

様
に
、
地
方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
も

組
織
さ
れ
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
つ
つ
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
権
利
条
約
で
う
た
わ
れ
て
い
る

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
最
優
先
し
た

施
策
を
施
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
質
と
量
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
そ
の
他
の
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
構
成
員
が

２
．認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
改
善

　

認
定
こ
ど
も
園
は
平
成
18
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
都
道
府
県
知
事
が
条
例
に
基
づ

い
て
認
可
す
る
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施

設
（
幼
保
一
体
型
、幼
稚
園
型
、保
育
所
型
、

地
域
裁
量
型
）
で
す
。
平
成
24
年
4
月
1

日
現
在
、
全
国
に
１
０
９
９
園
（
宮
城
県

内
に
は
12
園
）
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
設
置
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
功
を
奏

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

　

今
回
の
改
革
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

財
源
処
置
を
施
設
型
給
付
と
し
て
一
本
化

す
る
と
と
も
に
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
を
政
策
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
制

度
の
伸
張
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
幼
保
一
体
型
認
定
こ
ど

も
園
に
つ
い
て
は
、
改
正
認
定
こ
ど
も
園

法
に
基
づ
く
認
可
・
指
導
の
一
本
化
（
現

行
制
度
で
は
幼
稚
園
機
能
に
つ
い
て
は
学

校
教
育
法
、
保
育
所
機
能
に
つ
い
て
は
児

童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
認
可
）、
設
置
主

体
を
国
、
自
治
体
、
学
校
法
人
、
社
会
福

祉
法
人
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
で
保
育
の

質
を
担
保
し
て
、
そ
の
上
で
既
存
の
幼
稚

園
と
保
育
所
か
ら
の
移
行
は
義
務
づ
け
な

い
と
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
夏
頃
に
は
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
保
育
要
領（
仮
称
）

が
告
示
さ
れ
、
保
育
の
「
質
」
保
証
に
向

け
て
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

協
同
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
制
度
や
施
設
を
作
っ
て
も
、
そ

こ
に
〈
魂
〉
が
込
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

内
容
空
疎
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。〈
い
ま
〉
を
懸
命
に
生
き
て
い
る

子
ど
も
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
支
え
（w

ell-
being

）、
よ
り
よ
く
発
達
し
よ
う
と
す
る

姿
を
後
押
し
す
る
た
め
の
〈
理
念
〉
を
社

会
全
体
で
模
索
し
、
共
有
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
、
明
る
い
未
来
を
築
く
人
材
の
養
護
と

教
育
の
た
め
に
、
私
た
ち

大
人
が
力
を
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。（
寄
稿
）

は
じ
め
に

　

平
成
24
年
8
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
3
法
（
表
1
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学

校
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
仕
組
み
が

各
市
町
村
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
シ

ス
テ
ム
は
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
こ
う
し
た
構
想
が
立

ち
上
が
っ
た
背
景
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
、

就
学
前
保
育
・
教
育
・
子
育
て
支
援
が
ど

う
変
わ
る
の
か
、
解
説
し
ま
す
。

少
子
社
会
日
本

　

平
成
23
年
総
務
省
人
口
統
計
に
よ
る

と
、
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
6
歳
未
満

児
の
割
合
は
5
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
昭
和
49
年

に
比
べ
る
と
半
減
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

や
子
育
て
世
代
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る

こ
と
で
、
多
数
派
と
の
軋
轢
が
生
じ
た
り
、

子
育
て
へ
の
無
配
慮
や
無
関
心
が
蔓
延
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
人
の
女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
産
む
子

ど
も
の
数
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
、
最

新
の
数
値
で
１
・
41
（
平
成
24
年
）
で
す
。

現
代
日
本
の
政
治
経
済
・
医
療
や
生
活
水

準
を
勘
案
し
た
人
口
置
換
水
準
（
人
口
が

増
加
も
減
少
も
し
な
い
均
衡
し
た
状
態
）

は
2
・
07
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

１
０
０
年
後
に
人
口
は
3
千
万
人
台
に
な

り
、
１
３
０
０
年
後
に
は
日
本
人
が
消
滅

す
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
政
財
界
で

は
国
力
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
の
破
綻

な
ど
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
を
め
ぐ
っ
て
、
国
は
次
の
よ
う

な
指
摘
を
し
て
い
ま
す
（「
子
ど
も
子
育

て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
」
平
成
25
年
7

月
29
日　

文
部
科
学
省
）。①
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
が
か
な
わ
な
い
現
状
。
②

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
質
・
量
と
も
に

不
足
し
て
い
る
。
③
子
育
て
の
孤
立
感
と

負
担
感
が
増
加
し
て
い
る
。
④
深
刻
な
待

機
児
童
問
題
。
⑤
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

不
足
「
小
1
の
壁
」。
⑥
Ｍ
字
カ
ー
ブ

（
30
代
で
低
い
女
性
の
就
労
率
）。
⑦
子
育

て
支
援
の
制
度
・
財
源
の
縦
割
り
。
⑧
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
提
供
対
策
が
不
十
分

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
産
み
育
て
る
条
件
、
支
援
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
に
、
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育

と
保
育
の
総
合
的
な
提
供
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
た
の
で
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法

　

昨
年
の
8
月
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
に
関
す
る
三
党
（
民
主
・
自
民
・
公

明
）
合
意
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
関
連
3
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
法
律
は
、
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て

の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
あ
る
教
育

基
本
法
第
10
条
に
基
づ
き
つ
つ
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援
を
総

合
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

消
費
税
を
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る

こ
と
で
社
会
保
障
充
実
に
充
て
ら
れ
る

2.7
兆
円
の
う
ち
0.7
兆
円
を
財
源
と
す
る
こ

と
が
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法

律
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
3
点
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
8
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
が
成
立
し
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
今
号
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
宮
城
教
育
大
学
の
佐
藤
哲
也
准
教
授
に
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
を
築
く

～
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
～

准
教
授　

佐
藤　

哲
也

専
門
は
幼
児
教
育
学
、
ア
メ
リ
カ
教
育
思
想
史
。

１
９
９
５
年
か
ら
兵
庫
教
育
大
学
に
勤
務
。

助
手
、
講
師
、
助
教
授
、
大
学
院
准
教
授
を
経
て
、

２
０
１
１
年
よ
り
現
職
。

仙
台
市
立
あ
き
う
幼
稚
園
学
校
評
議
員
、
仙
台
市
・
子
ど

も
子
育
て
会
議
委
員
、
尚
絅
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

宮
城
教
育
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
講
座

表１ 子ども・子育て関連３法

政　令　名　等
子ども・子育て支援法

（平成24年8月22日法律第65号）
就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的
な提供の推進に関する法律

（最終改正：平成24年8月22日法律第66号）
注）いわゆる「総合こども園法案」
関係法律の整備等に関する法律

（児童福祉法等の改正）
注）�内容は、児童福祉法の一部改正、
　   内閣府設置法の一部改正等
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